






















条）と規定されている。そして第７章第 27 条・28 条に「認定看護管理者のレベル保持のた
め、認定更新制を施行する」ということと「認定を受けてから 5 年ごとの更新」と定めてい
る。 






















 日本看護協会は、1992 年に「看護管理者教育と資格認定制度」（1998 年に「日本看護協会
認定看護管理者制度」に改称）を発足し、現在「認定看護管理者」として 2362 名が登録さ
れている。マネジメント領域の体系的教育は、看護管理者のキャリアの目標が明確となり、
管理者の成長が組織や医療看護サービスの質に直結する。特に日本的組織文化では、職位の
インパクトは大きい。それ故にマネジャーのキャリアアップを組織ぐるみで支援していくこ
とは重要である。当院は看護部長・副部長は全員「認定看護管理者」であり、多職種からも
支持されている。資格は信頼を生み、コミュニケーションを促進するというメリットがある。
また、看護管理者には社会や制度の変化に応じた求められる役割や機能を正しく捉え、どの
ような能力が必要か考えながら職員のキャリア開発支援をする役割がある。  
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